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市が直接実施・運営

これまで保健センターで実施している「心の健康づくり」を進めるとともに、３ヶ年で下記
の事業を行う。
平成21年度：自殺予防のための啓発冊子の作成、相談機関等によるネットワーク会議１
回、職場のメンタルヘルス講演会・シンポジウム１回を行った。
平成22年度：市民を対象とした自殺に対する講演会を行った。
平成23年度：職場の労務管理者や各種相談員を対象とした専門研修を行う。
基本的な考え方として、保健センターが所管している健康日本２１休養・こころの部会で
実施している「心の健康づくり」が自殺予防対策につながると考えており、基金を活用し
て、新規や事業の拡充をしながら、自殺予防に努めている。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

自殺を考えている人、自殺未遂等の自殺の危険性の高い人等を早期に発見し、自殺を
防ぐ。

名称：　　　Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

一部又は全部委託

実施・運営
方法

総合計画
分野別計画

予算区分 1 1

保健福祉

根拠法令・個別計画

地域福祉

3

名称：　　　　

地域自殺対策緊急強化基金管理運営要領（平成21年6月5日付け府政共第633号、内閣府自殺対策推進室長内閣府政策統括官（共生社会政策担当）通知）

2 2

会計区分 法定受託系

平成２１年度 平成２６年度～事業期間

事業番号

自殺対策事業

080

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》
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地域住民組織

5353 53

Ｈ22決算額

70230

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.01

福祉課

社会福祉係

担当部

担当課

担当係

事業類型

安心して、相談や情報の提供ができる体制を整備する

一般会計
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対前年比

正職員

その他職員

国・県支出金
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A 市が実施(現状維持又は充実)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響
自殺予防の啓発や人材育成を緊急に実施することが困難になる。
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今後の事業
の方向性
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判　　　定 A

当初は平成21年度から23年度で愛知県自殺対策緊急強化基金を活用して実施する事
業であったが、平成26年度まで事業期間が延長された。よって、引き続き、この基金を活
用し、自殺予防の啓発や相談員等人材の育成を行う。

愛知県自殺対策緊急強化基金（当初平成23年までが、平成26年度まで延長）を活用し
て、心の健康づくりを中心に自殺予防対策に取り組むものであり、現状維持とする。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事業目的の
達成状況

自殺予防の啓発として、市民を対象にした自殺に対する講演会を実施し、参加者は目標
を大幅に上回った。
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